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福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の�

現
在

２
０
１
１
年
３
月
の
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
以
降
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る

リ
ス
ク
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
作
業
員
の

方
々
、
周
辺
環
境
等
の
安
全
を
守
る
た
め
の

リ
ス
ク
低
減
活
動
と
し
て
、
廃
炉
作
業
を
計

画
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
発
電
所
の
作
業

環
境
は
、
放
射
性
物
質
の
除
去
や
汚
染
水
の

浄
化
等
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
事
故
当
時
か
ら

大
幅
に
改
善
し
て
お
り
、
現
在
は
、
発
電
所

構
内
の
お
よ
そ
96
％
の
エ
リ
ア
で
一
般
作
業

服
で
の
作
業
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
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廃
炉
作
業
の
一
環
で
あ
る�

汚
染
水
対
策

１
～
３
号
機
の
原
子
炉
建
屋
に
は
、
燃
料

な
ど
が
溶
け
て
固
ま
っ
た
「
燃
料
デ
ブ
リ
」

が
存
在
し
て
お
り
、
現
在
も
水
を
循
環
さ
せ

て
冷
却
し
て
い
ま
す
。
そ
の
水
が
燃
料
デ
ブ

リ
に
触
れ
、
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を
含
む

「
汚
染
水
」
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
原
子
炉

建
屋
内
に
地
下
水
や
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
お

り
、
そ
れ
ら
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
も
発
生

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
東
京
電
力
は
、
汚
染
水

対
策
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
様
々

な
対
策
を
施
し
て
い
ま
す
。

１
つ
目
が
「
汚
染
源
に
水
を
近
づ
け
な
い
」

こ
と
。
建
屋
の
周
囲
に
設
置
し
た
凍
土
壁
や

建
屋
周
辺
の
井
戸
か
ら
の
地
下
水
の
く
み
上

げ
な
ど
の
様
々
な
対
策
を
講
じ
、
原
子
炉
建

屋
へ
流
れ
込
む
地
下
水
の
量
を
抑
え
た
こ
と

で
、
14
年
５
月
の
時
点
で
５
４
０
㎥
／
日

だ
っ
た
汚
染
水
の
発
生
量
は
、
21
年
度
平
均

で
１
３
０
㎥
／
日
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
に
対
策
を
進
め
、
25
年
内
に
は

１
０
０
㎥
／
日
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

２
つ
目
が
「
汚
染
水
を
漏
ら
さ
な
い
」
こ

と
。
建
屋
か
ら
外
に
汚
染
水
が
漏
れ
な
い
よ

う
に
建
屋
周
辺
の
地
下
水
位
を
建
屋
内
の
水

位
よ
り
も
高
く
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

放
射
性
物
質
の
海
へ
の
流
出
を
防
ぐ
鋼
鉄
製

の
遮
水
壁
を
海
側
に
設
け
て
い
ま
す
。

３
つ
目
が
「
汚
染
源
を
取
り
除
く
」
こ
と
。

汚
染
水
に
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放

射
性
物
質
を
多
核
種
除
去
設
備
（
Ａア

ル

プ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｓ
）

等
で
国
の
規
制
基
準
を
満
た
す
ま
で
取
り
除

き
ま
す
。
浄
化
処
理
し
た
水
は
、
漏
え
い
リ

ス
ク
の
低
い
溶
接
型
の
タ
ン
ク
に
保
管
し
て

い
ま
す
。
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Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に�

関
す
る
安
全
性
・
透
明
性
の
確
保

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
は
、
処
理
前
の
水

針
を
決
定
し
ま
し
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
宇
宙
か
ら
降
り
注
ぐ
宇

宙
線
に
よ
っ
て
常
に
生
成
さ
れ
、
自
然
界
に

も
広
く
存
在
す
る
放
射
性
物
質
で
す
。
雨
水

や
河
川
、
飲
料
水
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
私

た
ち
人
間
の
体
の
中
に
も
常
に
存
在
し
ま

す
。
ま
た
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
原
子
力
施
設
の

稼
働
に
よ
っ
て
も
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
国
内
外
の
原
子
力
施
設
か
ら
、
健
康
へ

の
影
響
が
な
い
よ
う
に
国
際
的
な
基
準
を
満

た
さ
れ
た
上
で
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出
す
る
放
射
線
（
ベ
ー

タ
線
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
非
常
に
弱
く
、
皮

膚
を
通
れ
な
い
た
め
、
体
外
に
あ
る
ト
リ
チ

ウ
ム
か
ら
の
人
体
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は

酸
素
と
結
び
つ
く
こ
と
で
「
ト
リ
チ
ウ
ム
水
」

と
な
り
ま
す
が
、
ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
体
内
に

取
り
込
ん
だ
場
合
は
水
と
同
じ
よ
う
に
体
外

に
排
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
研
究
に

お
い
て
、
人
体
へ
の
影
響
は
、
他
の
放
射
性

物
質
と
比
べ
て
も
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
は
、
政
府
の
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
あ

た
っ
て
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物

質
を
国
の
規
制
基
準
を
確
実
に
下
回
る
ま

で
、
何
回
も
浄
化
処
理
し
ま
す
。
一
方
、
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
は
除
去
で
き
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、

国
の
規
制
基
準
や
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
飲
料
水
の
水
質
基
準
濃
度
（
１
０
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
）
を
大
幅
に
下
回
る

１
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
リ
ッ
ト
ル
未
満
に
な

る
よ
う
海
水
で
薄
め
、
ま
た
、
年
間
の
放
出

量
は
事
故
前
と
同
じ
22
兆
ベ
ク
レ
ル
未
満
を

遵
守
し
ま
す
。
ま
た
、
放
出
前
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
の
測
定
を
第
三
者
も
含
め
て
行
う
と

と
も
に
、
海
洋
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
強
化
し

て
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
国
際
原
子
力
機
関

（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
も
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
の
安
全
性
を
確
認
い
た
だ
き
、
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
は
、
実
際
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
や
海
洋

環
境
の
分
析
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
幾
重
も
の
安
全
を
確
保
す
る
管
理
体

制
を
敷
い
て
い
ま
す
。

東
京
電
力
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
に
関
す
る
取
組
み
や
測
定
デ
ー
タ
は
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
（
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
）。
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様
々
な
機
会
を
通
じ
て�

情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す

東
京
電
力
は
、
広
く
社
会
の
皆
さ
ま
に
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
科
学
的
な
根
拠
に

基
づ
く
情
報
を
国
内
外
に
分
か
り
や
す
く
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
様
々
な
機
会
を

と
ら
え
て
皆
さ
ま
の
ご
懸
念
や
ご
意
見
を
お

伺
い
し
、
東
京
電
力
の
考
え
方
や
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
尽
く
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

廃
炉
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

東京電力ホールディングス株式会社
福島第一廃炉推進カンパニー
〒 979-1301 福島県双葉郡大熊町大字夫沢字北原 22

廃炉に関する情報はこちらをご覧ください
廃炉プロジェクト
https://www.tepco.co.jp/decommission

福島第一原子力発電所の廃炉・汚染水・処理水対策
皆さまのご意見をお聞かせください
https://www.tepco.co.jp/decommission/voice.html
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廃
炉
の
現
状
と
取
組
み

現
在
、東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
は
、福
島
第
一原
子
力
発
電
所 

の
放
射
性
物
質
に
よ
る
リ
ス
ク
を
継
続
的
に
低
減
す
る
取
組
み
と
し
て
、廃
炉 

作
業
を
計
画
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。「
復
興
と
廃
炉
の
両
立
」を
含
め
た
事
故
の

責
任
を
貫
徹
す
る
べ
く
、廃
炉・汚
染
水・処
理
水
対
策
を
安
全
か
つ
着
実
に
進
め
、

復
興
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ベクレル/リットル未満

ベクレル/
リットル

ベクレル/リットル

※放出口における濃度の水を、生まれてから 70 歳になるまで毎日約 2 リットル飲み続けた場合に、
平均の線量率が 1 年あたり 1 ミリシーベルトに達する濃度

トリチウム濃度の比較

経済産業省 資源エネルギー庁 「廃炉の大切な話 2022」より

カナダ
ダーリントン
原子力発電所

約220 兆ベクレル
2018 年中国

秦山第三
原子力発電所

約124 兆ベクレル
2019 年

イギリス
ヘイシャム B
原子力発電所

約396兆ベクレル
2019 年

フランス
トリカスタン
原子力発電所

約35兆ベクレル
2018 年

韓国
古里

原子力発電所
約91兆ベクレル

2019 年

日本
福島第一原子力発電所

ALPS 処理水処分時の放出量
22 兆ベクレル未満

世界各国の原子力施設からの
トリチウムの年間放出量（液体放出）

に
含
ま
れ
る
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物

質
を
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
等
の
複
数
の
浄
化
装
置
を

通
す
こ
と
で
環
境
放
出
す
る
場
合
の
国
の
規

制
基
準
を
満
た
す
ま
で
取
り
除
い
た
水
で

す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
（
三
重
水
素
）
は
、
酸
素

と
結
び
つ
き
水
と
同
じ
形
で
存
在
す
る
た
め

取
り
除
く
こ
と
が
難
し
く
、
敷
地
内
に
保
管

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
等

を
保
管
す
る
タ
ン
ク
は
敷
地
内
に
１
０
０
０

基
を
超
え
、
今
後
、
使
用
済
燃
料
や
燃
料
デ

ブ
リ
の
取
り
出
し
等
、
廃
炉
の
根
幹
と
な
る

作
業
を
進
め
る
た
め
の
敷
地
の
確
保
に
支
障

が
生
じ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
約
６
年

に
わ
た
る
議
論
が
な
さ
れ
、
政
府
は
21
年
４

月
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る
方

燃料
取り出し1 燃料デブリ

取り出し2 汚染水・処理水
対策3 廃棄物の処理・処分 /

原子炉施設の解体4

廃炉作業の取り組み

3 つの基本方針に基づく主な対策事例

1000基
以上

汚染水・処理水
対策

高濃度の放射性物質を含んだ
水のリスクを低減させる

燃料や建造物等が溶けて
固まった燃料デブリを
取り出す

浄
化
処
理

フランジ型から
溶接型のタンク
へ変更

地中に凍土壁を
設置

鉄鋼製の遮水壁
（海側）を設置

トリチウム（三重
水素）以外の大半
を浄化

経済産業省 資源エネルギー庁 「廃炉の大切な話 2022」より

ALPS処理水に関する情報はこちらをご覧ください
処理水ポータルサイト
https://www.tepco.co.jp/decommission/progress/
watertreatment

貯蔵タンクエリア 原子炉建屋上部透水層
難透水層

下部透水層
難透水層

多核種除去設備（ALPS）

イメージイメージ

汚染水を

漏らさない

汚染水を

漏らさない

汚染源に
水を

近づけない

汚染源を

取り除く

出典：�英国：Radioactivity in Food and the Environment,2019 カナダ：Canadian National Report for the Convention on Nuclear Safety  
フランス：トリチウム白書 その他の国・地域：電力事業者の報告書より作成


